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（％、カッコ内は前年度比増減、㌽）

全体 男子 女子

経　済 95.4
( 1.6)

95.0
( 2.8)

96.6
(▲1.1)

法 96.0
( 1.5)

94.6
( 0.6)

98.6
( 2.9)

経　営 96.1
( 0.8)

95.4
( 1.9)

97.5
(▲1.8)

商 94.9
(▲0.6)

93.0
(▲2.3)

97.6
( 1.9)

文 93.5
( 1.8)

90.1
(▲0.4)

96.2
( 3.5)

ネット
情　報

96.1
(▲0.9)

97.6
( 1.7)

92.6
(▲7.4)

人間科学 96.0
(▲1.1)

93.4
(▲3.0)

97.4
(▲0.2)

全 学 部 95.3
( 0.8)

94.2
( 0.6)

97.0
( 1.0)

2015年度学部別
 就職希望者就職率

就職状況 前年度比(㌽)

卒 業 者 3,847人 ▲0.8

就 職 者 3,158人 9.8

就職希望者 3,314人 8.9

就 職 活 動
継 続 中

156人
( 4.7％)

▲7.1
(▲0.8)

2015年度就職状況

カッコ内は就職希望者に占める割合

【経済学部】
住友林業／きんでん／クリナップ／ Meiji 

Seikaファルマ／塩野義製薬／Ｐ＆Ｇマッ

クスファクター／カネカ／ＬＩＸＩＬ／ス

タンレー電気／富士通／キーエンス／京セ

ラ／山善／東京エレクトロン／キヤノンマ

ーケティングジャパン／三菱東京ＵＦＪ銀

行／みずほフィナンシャルグループ／三菱

ＵＦＪ信託銀行／第一生命保険／野村不動

産／小田急電鉄／全日本空輸／東京瓦斯／

星野リゾート／国家公務員一般職（厚生労

働省）

【法学部】
ブルボン／富士フイルム／ジョンソン・エ

ンド・ジョンソン／りそなホールディング

ス／みずほフィナンシャルグループ／野

村證券／大和証券／あいおいニッセイ同和

損害保険／野村不動産／東日本旅客鉄道／

日本航空／ＪＴＢ首都圏／読売新聞西部本

社／ワークスアプリケーションズ／日立キ

ャピタル／エヌ・ティ・ティエムイー／船井

総研ホールディングス／国家公務員一般職

（財務省）／国税専門官／裁判所職員一般職

／航空自衛隊一般幹部候補生／東京都（事

務Ⅰ類）／東京都特別区Ⅰ類／東京消防庁

／警視庁警察官

【経営学部】
乃村工藝社／日本水産／サントリーホール

ディングス／ポッカサッポロフード＆ビバ

レッジ／エースコック／タカラスタンダー

ド／日本発條／リンナイ／ＫＹＢ／日本ヒ

ューレット・パッカード／ユアサ商事／ユ

ニ・チャーム／三越伊勢丹ホールディング

ス／三菱東京ＵＦＪ銀行／みずほフィナン

シャルグループ／横浜銀行／野村證券／三

井住友海上火災保険／東日本旅客鉄道／日

本通運／エイチ・アイ・エス／東日本電信電

話／ソフトバンク／エヌ・ティ・ティ・デー

タ／ＳＣＳＫ

【商学部】
積水ハウス／永谷園ホールディングス／ニ

チレイフーズ／タカラスタンダード／凸版

印刷／リコー／アルプス電気／ヤマハ／Ｐ

ＡＬＴＡＣ／日本アクセス／花王カスタマ

ーマーケティング／りそなホールディング

ス／三井住友銀行／みずほフィナンシャル

グループ／ＳＭＢＣ日興証券／三井住友海

上火災保険／東日本旅客鉄道／日立物流／

全日本空輸／ＪＴＢ首都圏／ＡＮＡエアポ

ートサービス／東京商工リサーチ／有限責

任トーマツ／有限責任あずさ／新日本有限

責任

【文学部】
伊藤園／共同印刷／アルビオン／日立化成

／セイコーエプソン／キーエンス／レナウ

ン／トラスコ中山／トーハン／ユナイテッ

ドアローズ／三菱東京ＵＦＪ銀行／三井住

友銀行／三井住友信託銀行／損保ジャパン

日本興亜ホールディングス／あいおいニッ

セイ同和損害保険／ＡＩＲＤＯ／ＡＮＡウ

イングス／近畿日本ツーリスト／ＪＴＢコ

ーポレートセールス／沖縄県教育委員会　

中学英語／東京都教育委員会　高校国語／

神奈川県教育委員会　高校社会／バンダイ

ナムコエンターテインメント／プリンスホ

テル／楽天

【人間科学部】
住友林業／中村屋／イムラ封筒／ナカバヤ

シ／東京インキ／ＮＴＮ／日本ヒューレッ

ト・パッカード／パイロットコーポレーシ

ョン／スズケン／トーハン／セブン-イレ

ブン・ジャパン／みずほフィナンシャルグ

ループ／日本マスタートラスト信託銀行／

千葉銀行／中央労働金庫／第一生命保険／

日本生命保険／日本空港ビルデング／富士

通ビー・エス・シー／日本郵便／カルチュア

・コンビニエンス・クラブ／小学館集英社プ

ロダクション／アデコ／ＪＡＬスカイ／東

京都特別区Ⅰ類

【ネットワーク情報学部】
大和ハウス工業／電通テック／新日鐵住金

／三谷産業／三井住友銀行／みずほフィナ

ンシャルグループ／日本通運／フジテレビ

ジョン／東急エージエンシー／ＩＭＡＧＩ

ＣＡ／インターネットイニシアティブ／日

立ソリューションズ／三井住友トラスト・

システム＆サービス／ＪＢＣＣホールディ

ングス／アルファシステムズ／損保ジャパ

ン日本興亜システムズ／ＭＳ＆ＡＤシステ

ムズ／セガゲームス／ゼンリン／リクルー

トホールディングス／ドワンゴ／クックパ

ッド／ニフティ／ソフトバンク・テクノロ

ジー／ぐるなび

学部別主な就職先

〈２０１６年３月卒業者〉

就
職
課
か
ら

　〈
４
年
次
生
へ
〉
選
考
が

解
禁
と
な
り
、
就
職
課
に
も

内
定
の
報
告
が
届
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
内
定
を
得
て
い
な

く
て
も
焦
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
５
月
中
旬
の
専
修
大

学
生
の
内
定
率
は
35
％
。
ま

だ
就
職
活
動
を
頑
張
っ
て
い

る
学
生
は
た
く
さ
ん
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
例
年
夏
以
降

に
企
業
か
ら
一
般
職
な
ど
の

求
人
が
多
く
届
く
傾
向
が
あ

る
の
で
、
安
易
に
就
職
活
動

を
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　〈
３
年
次
生
へ
〉
夏
休
み

が
明
け
れ
ば
、
３
年
次
生
も

就
職
活
動
の
準
備
が
始
ま
り

ま
す
。
詳
細
は
９
月
上
旬
に

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
９
月
下
旬
に
第
１
回
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
し
ま

す
。
就
職
活
動
の
進
め
方
や

注
意
点
、
今
後
の
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
紹
介
し
ま
す
。
就

職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま

っ
た
「
就
職
手
帳
」
を
渡
し

ま
す
の
で
熟
読
し
て
く
だ
さ

い
。

　
皆
さ
ん
の
就
職
活
動
は
こ

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
か
ら
始
ま
り

ま
す
。「
就
職
に
手
厚
い
」

専
修
大
学
に
入
学
し
た
メ
リ

ッ
ト
を
存
分
に
感
じ
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策 

し
っ
か
り
と

　
採
用
に
際
し
て
大
多
数
の

企
業
・
団
体
は
筆
記
試
験
を

行
っ
て
い
る
。
面
接
選
考
に

進
む
た
め
に
は
筆
記
試
験
対

策
が
不
可
欠
だ
が
、
対
策
を

後
回
し
に
し
て
苦
労
す
る
就

活
生
は
少
な
く
な
い
。

　
適
性
検
査
で
多
く
の
企
業

が
採
用
し
て
い
る
の
が
Ｓ
Ｐ

Ｉ
だ
。
Ｅ
Ｓ
な
ど
の
提
出
と

同
時
に
受
験
す
る
こ
と
も
多

く
、
出
来
が
悪
け
れ
ば
こ
の

時
点
で
不
採
用
と
な
る
。

「
こ
こ
で
点
を
取
ら
な
い

と
、
い
く
ら
魅
力
が
あ
り
意

欲
が
あ
る
学
生
で
も
企
業
の

人
と
話
す
こ
と
す
ら
で
き
な

い
」
と
就
職
課
で
は
警
鐘
を

鳴
ら
す
。「
筆
記
試
験
対
策

は
早
め
に
す
る
に
越
し
た
こ

と
は
な
い
。
夏
期
休
暇
中
、

と
り
あ
え
ず
問
題
集
を
１
冊

解
い
て
み
て
、
自
分
の
弱
点

を
把
握
し
て
ほ
し
い
」

　
後
期
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
講
座

は
神
田
・
生
田
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
10
月
か
ら
11
月
に
全
９

回
予
定
し
て
い
る
。
詳
細
は

９
月
の
第
１
回
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
説
明
す
る
。

田
中
隆
之
セ
ン
タ
ー
長 

 

（
経
済
学
部
教
授
）

　
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
人
生
を
設

計
す
る
た
め
、
来
し
方
行
く
末
を

考
え
る
手
助
け
を
し
ま
す
。
自
分

を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
を
見
つ

け
、
社
会
へ
の
理
解
を
深
め
、
実

地
体
験
す
る
た
め
の
能
力
を
開
発

す
る
こ
と
で
、
自
分
に
ふ
さ
わ
し

い
進
路
や
職
業
、「
生
き
方
」
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
ひ
と

つ
が
就
業
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
で
す
。
夏
期
・
春
期
休
暇
中

に
企
業
や
官
公
庁
な
ど
で
１
〜
２

週
間
、
就
業
体
験
を
行
い
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
考
え
る
う
え

で
２
年
次
生
は
と
て
も
重
要
な
時

期
で
す
。目
的
を
持
ち
、社
会
に
興

味
を
抱
い
て
、
社
会
と
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
大
事
で
す
。
就
職

活
動
が
始
ま
る
前
に
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の

能
力
を
高
め
て
ほ
し
い
。
何
が
自

分
に
欠
け
て
い
る
の
か
、
そ
の
後

の
学
生
生
活
で
何
を
学
ぶ
べ
き
か

を
つ
か
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
実
習
期
間
が
２
日
間
の
プ
レ
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。

就
業
体
験
型
・
プ
レ
と
も
事
前
事

後
学
習
が
必
須
。
自
ら
の
活
動
を

振
り
返
る
こ
と
で
次
の
行
動
へ
と

つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
専
大
独
自
の
課
題
解
決

型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
ベ
ン
チ

ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
仕

事
に
役
立
つ
能
力
を
培
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
多
彩
な
講
座
や
適
性

検
査
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
ち

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
前

後
に
は
「
Ｒ
Ｃ
Ｃ
就
職
レ
デ
ィ
ネ

ス
チ
ェ
ッ
ク
」
を
受
け
る
と
効
果

的
で
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー

ト
を
活
用
し
て
自
分
の
気
づ
き
を

記
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
就
職
活
動

だ
け
を
射
程
に
入
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
自

分
の
人
生
を
見
据
え
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
授
業
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
充
実
し
た

学
生
生
活
を
送
り
な
が
ら
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
通
じ
て
自
分
の
将
来
や

仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
。
さ
ら
に

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
に
参
加

し
て
社
会
を
実
感
す
る
。
こ
う
し

た
こ
と
を
重
ね
て
い
け
ば
、
就
職

活
動
も
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

先
の
「
ど
う
生
き
る
か
」
も
お
の

ず
と
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
早
い
時
点
で
自
分
の
人
生
を
考

え
て
ほ
し
い
。
難
し
い
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
の
チ
ャ

ン
ス
は
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま

す
。

将
来
や
仕
事 

見
据
え
て

４年連続上昇95.3％
2015年度就職希望者就職率

　
専
修
大
学
の
２
０
１
５
年

度
（
16
年
３
月
卒
）
の
就
職

希
望
者
就
職
率
（
就
職
者
と

就
職
活
動
中
の
学
生
に
占
め

る
就
職
者
の
割
合
）
は
４
年

連
続
で
上
昇
し
95
・
３
％

（
前
年
度
比
０
・
８
㌽
増
）

と
な
っ
た
。
95
％
を
超
え
た

の
は
08
年
度
以
来
７
年
ぶ

り
。
卒
業
生
全
体
に
占
め
る

就
職
者
の
割
合
を
示
す
卒
業

者
就
職
率
は
82
・
１
％
（
同

７
・
９
㌽
増
）
で
バ
ブ
ル
期

並
み
の
高
水
準
と
な
っ
た
。

就
職
課
は
「
景
気
回
復
に
よ

る
採
用
枠
拡
大
の
後
押
し
も

あ
る
が
、
採
用
活
動
長
期
化

の
な
か
、
本
学
の
学
生
が
粘

り
強
く
取
り
組
ん
だ
成
果
」

と
す
る
。
学
部
別
就
職
希
望

者
就
職
率
は
、
経
営
学
部
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
が

最
も
高
く
96
・
１
％
だ
っ
た
。

　
昨
年
度
は
広
報
開
始
が
３

年
次
の
３
月
１
日
に
、
選
考

開
始
が
４
年
次
の
８
月
１
日

に
後
ろ
倒
し
と
な
っ
た
。
こ

の
影
響
で
、
15
年
度
の
就
職

課
へ
の
相
談
件
数
は
１
万
４

２
８
３
件
（
同
２
７
４
６
件

増
）
と
な
り
、
４
月
以
降
、

就
職
活
動
本
番
を
迎
え
た
４

年
次
生
か
ら
の
相
談
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
。

手
厚
い
支
援
態
勢

　
専
修
大
学
就
職
課
で
は
個

別
相
談
の
ほ
か
、
年
間
55
講

座
、
計
４
９
１
展
開
の
支
援

講
座
を
実
施
。
学
内
企
業
説

明
会
、
１
泊
２
日
の
就
職
合

宿
な
ど
で
一
人
一
人
の
就
活

を
手
厚
く
支
援
す
る
。

　
ま
た
、
就
職
課
の
ほ
か
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ

ー
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
が
ス
ク
ラ
ム
を
組

み
、
就
職
・
資
格
取
得
を
含

め
た
学
生
の
将
来
設
計
を
全

面
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

【
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
】

　
年
次
や
職
種
ご
と
の
目
的

に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
講
座

を
展
開
し
、
難
関
資
格
取
得

を
目
指
す
学
生
を
後
押
し
す

る
。
就
職
懇
談
会
で
は
、
学

内
で
開
講
し
て
い
る
「
公
務

員
試
験
講
座
」
に
つ
い
て
朱

武
英
講
師
が
説
明
し
た
。

　
最
近
は
公
務
員
採
用
で
も

民
間
企
業
と
同
様
、
人
物
重

視
の
傾
向
が
強
い
と
解
説
。

「
３
年
次
か
ら
の
受
講
で
も

間
に
合
う
講
座
も
あ
る
。
一

人
一
人
と
向
き
合
い
、
万
全

の
支
援
態
勢
を
と
っ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　
専
修
大
学
就
職
部
で
は
地

方
自
治
体
と
就
職
支
援
協
定

を
相
次
い
で
結
ん
で
い
る
。

地
方
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
出
身

地
以
外
の
地
方
に
就
職
す
る

Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進
し
、
次
代

を
担
う
人
材
の
育
成
と
地
域

活
性
化
を
図
る
。

 
６
月
末
ま
で
に
群
馬
、
茨

城
、
栃
木
、
静
岡
、
長
野
、

山
形
、
新
潟
、
秋
田
の
８
県

と
協
定
を
締
結
。
各
県
と
専

大
は
企
業
情
報
の
周
知
や
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
就
職
に
関
す
る
情

報
交
換
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
の
受
け
入
れ
支
援
な
ど
を

協
力
し
て
行
う
。
本
学
で
は

今
後
も
順
次
、
県
や
政
令
指

定
市
な
ど
と
協
定
を
結
び
、

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
の

支
援
を
進
め
て
い
く
。

　
６
月
28
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
秋
田
県
と
協
定
を
結

ん
だ
。
秋
田
県
の
粟
津
尚
悦

企
画
振
興
部
長
は
「
企
業
情

報
は
も
と
よ
り
、
秋
田
で
暮

ら
す
こ
と
の
魅
力
を
伝
え
た

い
」
と
話
し
た
。

　
学
校
法
人
専
修
大
学
の
湯

浅
敏
明
常
務
理
事
は
「
自
治

体
と
連
携
し
て
、
地
域
活
性

化
に
尽
力
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
後
押
し

地
方
自
治
体
と

就
職
支
援
協
定

１
５
８
社
参
加
し 

学
内
企
業
説
明
会

　
学
内
企
業
説
明
会
が
６
月

15
〜
17
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
あ
っ
た
。
専
大
生
の
採

用
に
積
極
的
な
企
業
１
５
８

社
が
参
加
し
、
学
生
に
対
し

熱
心
に
説
明
し
て
い
た
。

　
３
日
間
で
学
生
述
べ
８
５

５
人
が
参
加
。
授
業
の
合
間

を
ぬ
っ
て
参
加
し
た
学
生
も

多
く
、
リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ

に
交
じ
っ
て
私
服
姿
も
ち
ら

ほ
ら
。
法
学
部
男
子
は
「
大

手
就
職
情
報
サ
イ
ト
だ
と
ど

こ
か
ら
調
べ
た
ら
い
い
か
分

か
ら
な
い
が
、
学
内
説
明
会

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の
話

を
間
近
に
聞
け
る
の
で
、
新

た
な
可
能
性
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
ネ
ク
タ
イ

を
締
め
な
お
し
た
。

　
一
方
、
電
子
部
品
メ
ー
カ

ー
の
採
用
担
当
者
は
「
専
大

生
は
お
と
な
し
い
印
象
の
学

生
が
多
い
。
積
極
的
に
行
動

で
き
る
人
材
を
求
め
て
い
る

の
で
、
説
明
会
で
も
物
お
じ

せ
ず
に
質
問
や
意
見
を
ぶ
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

採
用
担
当
者
の
説
明
を
聴
く

学
生

【
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
】


